
別紙様式２号

２ 整備事業

（産地競争力の強化を目的とする取組用）

（島根県　平成２６年度）
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地域増頭
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149.1％
県増頭
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哺育牛舎

育成牛舎

自動哺乳
機

50,150,255 21,403,894 0 0 28,746,361
H22.3
.31

　市場価格高騰に
より、素牛が十分
に確保出来なかっ
たことから、経営
安定のために自家
産子牛の多くを肥
育に回す必要が生
じたため、計画ど
おり繁殖雌牛の増
頭が出来ていな
い。
　肥育出荷頭数も
計画どおり増頭で
きていないことな
どから、1頭当たり
の生産費を低減さ
せることが出来て
いない。
　肥育成績の向上
により、販売価格
が上向いているの
で、経営改善を進
めながら増頭を進
めていく。
　今後も整備した
施設をフルに活用
し、地域の畜産振
興のために努力し
ていきたい。

　繁殖素牛価格の
高騰(H20→H26:約
20万円/頭）などに
より生産コストの
削減、繁殖牛の増
頭とも目標達成に
至ってはいないた
め、耕畜連携によ
る粗飼料確保の強
化等による生産コ
ストの削減や肥育
成績の向上等によ
る収益の確保等に
努めること。県と
しても、技術指導
や経営改善目標達
成に向けて関係機
関等と連携して引
き続き支援を行
う。

-44.1%

  （注）１　別紙様式1号の２－１に準じて作成すること。

　　２　要領第１の１の（２）のアの（ア）及び（イ）場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　３　別添として、各事業実施主体等が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。
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